
Google 広告のリマーケティング 
初級編では Google 広告の出稿方法をお伝えしました。 

今回は中級編としてリマーケティングをオーディエンスに設定させる方法です。補足として過去に成約した方に

は広告の配信を出さない方法もお伝えしていきます。 

 

１．リマーケティング 
リマーケティングの設定をするには以下の手順をそのまま真似してみてください。 

１－１ 【オーディエンスマネージャー】をクリックします。 

ツールと設定をクリックするとこの画面に移動します。 

 

１－２ 【オーディエンスソースを設定】をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－３ Google 広告タグの【タグを設定】をクリック 

 

１－４ タグデータソースを作成 【赤枠】にチェック 

 

１－５ ウェブサイトにタグを設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－６ グローバルサイトタグをコピーする 

 

メールでタグを送って設定してもらう時はコピーしておきましょう。 

１－７ オーディエンスリストを作成する 

 

+をクリックしてウェブサイトに訪れたユーザーをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－８ オーディエンス名は【過去 30 日】に設定する 

 

あえて過去 30 日以内に訪問した方に対してリマーケティングで追いかける設定にしていきます。 

 

【オーディエンスを作成】をクリックして完了です。 

 

１－９ オーディエンスに反映させる 

 

閲覧をクリックすると、先ほど登録したものが出てくるので、こちらを選択していきます。 

 

これで完了となります。 



２．過去に成約したユーザーに広告を配信しないやり方 

リマーケティングを活用しながら広告の配信を続けていると、過去に CV(成約)した方もそのまま継続的に出て

しまいます。そうなると、無駄な広告費もかかるだけではなく、消費者からしたら嫌な気持ちになってくると思

います。そこで、ここでは過去に成約した方にしばらくの間ディスプレイ広告の表示を出ないような設定方法を

お伝えしていきます。 

 

２―１ サンクスページを作ろう 

サンクスページは商品購入が完了したページを作成するということです。Wordpress などの固定ページで作成す

ることも出来るので、作成してみてください。 

 

２－２ サンクスページの URL を登録する 

 

オーディエンス名を【CV ユーザー540 日以内】として赤枠にサンクスページの URL を貼り付けていきます。 

２－３ 有効期限を設定する→【オーディエンスを作成】をクリック 

 

オーディエンス名を【540 日以内】としてください。 

あえて 540 日にしていますが、業種によって 540 日以内であれば作成できます。 

分かりやすくするためにオーディエンス名と有効期限を揃えることをオススメします。 

 

 

 

 



２－４ 組み合わせリストをクリックする 

 

２－５ 【これらのオーディエンスのいずれか】をクリックする 

 

もし違う画面でしたら、赤枠の部分をクリックすすと下記の画像のように出てくるので選択します。 

 

 

 

 

 

 

 



２－７ 【540 日以内】をチェックして【オーディエンスを作成】 

をクリック 

 

これで設定完了になります。 

 

【補足】もっと簡単にやりたい・・・ 

なかなか上記の方法で難しいと感じる方には、以下のようなやり方をオススメします。 

 

Google 広告にログインすると、このような画面になると思います。 

【オーディエンス】→【除外設定】を選ぶと先ほど保存した項目が出てきます。 

 

これで完了となります。お疲れさまでした。 

本来ならココに出てきます。 

森野輝久 


